
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
35
年
間
貢
献

　

芦
屋
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
副
会
長
の

山
口
信
博
さ
ん
（
緑

ヶ
丘
）
が
、
令
和
元

年
度
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
表
彰
で
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、
昭

和
59
年
か
ら
芦
屋
町
体
育
指
導
委
員
（
現
芦

屋
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）
と
し
て
、
35
年

７
カ
月
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
従
事
、
現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
度
で
35
回
目
と
な
る
芦
屋
町
障

が
い
者
レ
ク
ス
ポ
大
会
で
は
発
足
当
時
か
ら

携
わ
る
な
ど
、
幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
制
度
１
３
０
周
年

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

　

明
治
22
年
に
衆
議
院

議
員
選
挙
法
が
公
布
さ

れ
て
か
ら
１
３
０
周
年

と
な
っ
た
本
年
、
総
務

大
臣
感
謝
状
が
原
ミ
チ

ヱ
さ
ん
（
白
浜
町
）
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
芦
屋

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

山
崎
委
員
長
か
ら
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

原
さ
ん
は
25
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
芦
屋

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
委
員
と
し
て
、

明
る
い
選
挙
の
実
現
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
表
彰
状

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地

域
の
福
祉
向
上
に
精
励
さ

れ
た
船
頭
町
担
当
の
小
德

薫
さ
ん
の
功
績
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
、
九
州

社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
な
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

芦
屋
カ
ッ
プ
争
奪
に
大
集
合

　

11
月
23
・
24
日
、
芦
屋
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
主
催
の
第
18
回
芦
屋
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
北
九
州
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
福
岡
地

区
、
北
九
州
地
区
、
山

口
地
区
か
ら
22
チ
ー
ム

を
招
待
し
行
わ
れ
た
も

の
で
、
計
24
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
ま
し
た
が
、
二
日
目

は
小
雨
が
降
り
、
試
合

時
間
を
短
縮
し
て
行
い
ま
し
た
。
引
き
分
け

に
な
っ
た
試
合
は
じ
ゃ
ん
け
ん
対
決
で
勝
敗

を
決
め
ま
し
た
。
１
位
パ
ー
ト
の
決
勝
戦
は

筑
前
チ
ー
ム
と
山
口
チ
ー
ム
が
対
決
。
レ
ベ

ル
の
高
い
試
合
が
展
開
さ
れ
、
結
果
は
筑
前

チ
ー
ム
に
優
勝
杯
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
屋
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
週

火
・
水
の
午
後
６
時
～
７
時
30
分
、
芦
屋
東

小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
サ
ッ
カ
ー
が

大
好
き
な
人
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
対
象
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

（
監
督
・
野
津
☎
０
９
０

－

８
８
３
５

－

０
７

７
０
）

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
委
員
を
募
集

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
で
は
、
令
和

２
年
度
に
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
住

民
代
表
と
し
て
計
画
策
定
委
員
会
に
参
画
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
期
間　

１
月
20
日
月
～
２
月
18
日
火

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
事
業
課
事
業
推
進
係
（
☎
〈
０
９
２
〉

９
８
１
局
９
０
７
６
）
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://
w
w
w
.fukuoka-kaigo.jp/

労
働
者
と
使
用
者
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

●�

従
業
員
の
解
雇
や
賃
金
未
払
い
、
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
労
働
者
個
人
と
使

用
者
と
の
労
働
問
題
の
相
談
や
相
談
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
あ
っ
せ
ん
は
、
労
働
者
支
援
事
務
所
へ

ど
う
ぞ
。
労
使
ど
ち
ら
か
ら
の
相
談
に
対

し
て
も
公
平
に
対
応
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
北
九
州
労
働
者
支
援
事
務

所
（
☎
９
６
７
局
３
９
４
５
）

●�

労
働
委
員
会
は
、
公
益
委
員
（
弁
護
士
・

大
学
教
授
な
ど
）・
労
働
者
委
員
（
労
働
組

合
役
員
な
ど
）・
使
用
者
委
員
（
会
社
、
使

用
者
団
体
の
役
員
な
ど
）
の
３
者
で
構
成

さ
れ
る
公
正
・
中
立
な
行
政
機
関
で
す
。

　

�　

労
使
交
渉
が
進
展
し
な
い
、
使
用
者
か

ら
不
当
な
取
り
扱
い
を
受
け
た
な
ど
、
労

働
組
合
と
使
用
者
と
の
労
働
問
題
解
決
の

た
め
の
あ
っ
せ
ん
、
不
当
労
働
行
為
救
済

申
し
立
て
は
、
労
働
委
員
会
へ
ど
う
ぞ
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務

局
調
整
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
局
３
９

８
０
）

みんなの

ひろば
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●
浜
木
綿
俳
句
会

目
つ
む
り
て
潮
騒
を
聞
く
木
の
葉
髪

�

尚
野　

頼
子

水
底
の
落
葉
の
嵩
や
冬
木
の
芽

�

野
口
加
津
美

紅
葉
散
る
岩
に
淀
め
る
流
れ
か
な

�

小
川　

雪
野

水
に
水
落
つ
る
音
つ
ぐ
日
短

�

池
田　

幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

す
き
と
ほ
る
冬
日
を
あ
び
て
天
皇
旗

�

田
尾
三
千
枝

夜
神
楽
の
ひ
と
笛
闇
を
払
ひ
け
り

�

桐
山　

美
枝

参
道
は
町
の
入
口
里
神
楽

�

仲
山
ク
ニ
子

浪
お
と
の
波
止
を
越
え
く
る
神
楽
か
な

�

廣
橋
い
た
る

●
水
茎
短
歌
会

か
に
鍋
は
面
倒
臭
い
と
言
い
し
子
も

〆
の
雑
炊
お
か
わ
り
を
す
る

�

田
中
勢
津
子

花
び
ら
の
先
の
ピ
ン
ク
を
開
き
初
む

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
の
や
さ
し
き
彩
り

�

榎
枝　

千
恵

里
か
ら
の
届
き
し
新
米
早
速
に

精
米
す
れ
ば
温
も
り
の
あ
り

�

後
藤　

征
子

幾い
く
と
せ年

も
丹
精
し
た
る
庭
の
松

な
す
術
も
な
く
日
々
枯
れ
て
行
く

�

麻
生　

清
子

１ 月

新 着 図 書
【一般書】
抵抗都市 佐々木　譲� 著
人面瘡探偵 中山　七里� 著
黒鳥の湖 宇佐美　まこと� 著
まずはこれ食べて 原田　ひ香� 著

【児童書】
音楽ってなんだろう？ 池辺　晋一郎� 作
ふゆとみずのまほう　こおり 片平　孝　� 作
ちび竜 工藤　直子� 作
10 にんのせんにん 佐々木　マキ� 作
みずたまり アデレイド・ホール�作

芦屋町図書館（☎２２３局３６７７）
開館時間　午前 10時～午後６時
休館日　�６日月、14日火～ 31日金▲よむにゃん

としょかん 通 信

定例おはなし会

俳
句
、
短
歌

「大名倒産」上下巻
� 浅田　次郎　著
　丹生山松平家三万石
を襲

つ

いだばかりの若き

殿様は江戸城で脂汗を
垂らしていた。―御尊
家には金がない。老中
からの宣告に、調べて
みれば藩の経済事情は
火の車であった。借金
の積もること二百年、
御家を救う唯一の手立
ては計画倒産 !?

と　き 　　出　演・催　し　　
08 日水 赤ちゃんおはなし会 たっち
12 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11 時から

�
△

ところ　図書館１階おはなしのへや

遠賀信用金庫・有限会社セイフティーより
寄贈いただきました

　遠賀信用金庫創立 70 周年にあたり、本や書棚
などの寄付がありました。児童書や一般書に辞典
など幅広く揃えています。「読みたい」や「調べた
い」というこれからの読書に活用してください。

システム更新と蔵書点検のため
休館します

▽ �期間　１月 14 日火～ 31 日金
　毎年１回すべての本を点検し、館内の整理をし
ています。それに併せて図書館システムの更新を
行います。
※�休館中の本や雑誌の返却は、図書館（中央公民館）

入口の返却ポスト ( 藤色 ) または、役場庁舎郵便
局側入口の返却ポスト ( 黄色 ) を利用してくださ
い。ただしＣＤ・ＤＶＤは破損の恐れがありま
すので、必ず開館後にカウンターへ返却してく
ださい。

　�　長期休館の間、貸し出しができませんので、
13 日月（成人の日）まで本の貸し出し冊数を無
制限にしています。
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